
 

「人と、街と、劇場をつなぐ。」　オーバード・ホール情報誌
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－－－まず始めに、束芋さんとヨルグさんがコラボレーションすること
になったきっかけについてお話しいただけますか？

束芋：最初のきっかけをつくってくれたのは振付家・ダンサーの森
下真樹さんです。森下さんと私は2013年の初演以来、『錆からでた
実』という作品をシリーズで共作してきました。2020年にこの作品
のアメリカツアーに参加してくれたのが、今回『もつれる水滴』にも
ダンサーとして出演し、演出助手も務める間宮千晴さんです。2019
年に、彼女が拠点としている南フランスのアラスという街を訪ねた
ときに、ヨルグさんと千晴さんのパフォーマンスを観る機会があっ
て、それがほんとうに素晴らしかった。終演後すぐにゆっくり食事を
しながら、ぜひご一緒したい、日本で作品をつくりませんか？とお
話ししました。

ヨルグ：私はそのときすでに束芋さんの作品をアルルの美術館で
観たことがあったんです。ビジュアルアートの作家とコラボレーショ
ンするのは初めてでしたが、とても力強い作品という印象を持って
いたので、よろこんで引き受けました。

－－－ヨルグさんは「ヌーヴォーシルク」と呼ばれる、ジャグリング、ダ
ンス、演劇、音楽、彫刻など多彩な要素が織り込まれた現代サーカ
スのパフォーマーとして世界的に知られています。東京の座・高円寺
で開催された来日公演ではその端正な美しさに息をのみました。束
芋さんにとってヨルグさんはどのようなアーティストですか？

束芋：ヨルグさんのパフォーマンスはいわゆるステレオタイプの
ジャグラーとはまったく違います。最大の特徴は、ジャグリングであ
つかうオブジェと彼自身とのあいだに関係性をつくりあげ、極限ま
で研ぎ澄ませるその創作プロセスです。まるで魔法のようにオブ
ジェに命が吹き込まれてひとりでに動き出しますが、常に危険と隣り
合わせで、背後には緻密に切り詰められた仕組みが構築されてい
ます。そのからくりの必然性をイメージしたとき、ワクワクと興奮を覚
えるんです。従来のサーカスの概念を超えた哲学的な作品世界をつ
くりだすアーティストです。

ヨルグ：ダンスや美術は長い歴史を持つ芸術ですが、サーカスは
比較的歴史の浅い「若いアート」といえるでしょう。サーカスのパ
フォーマンスは常にリスクから始まるもので、かつては劇的でスペク
タクル性を強調されたものでした。私が手がけているヌーヴォーシ
ルクという分野では、シアトリカルな要素を削ぎ落とし、エッセンス
を深めようとします。たとえば、空中に投げ上げた玉が落ちてくるま
でにどんなことができるだろうか、ということを極限まで思考する。
それが現代サーカスのクリエイションなのです。

－－－いっぽうで束芋さんは、日本の現代社会や個人の日常にひそむ
不条理性や毒性を炙り出すアニメーションで国際的に評価されてき
ました。ヨルグさんと対照的に、きわめて具象的に世界の様相を取
り扱うアーティストといえます。

束芋：ヨルグさんの完成されたピュアな世界観に異物が投入されて、
かき回すかたちになると思います。ヨルグさんの身体と私の映像を
あえて融合させず、いかにして互いに干渉させるか。そこにトライし
たい。この作品ではアニメーションの新しい投影方法を模索して、こ
れまでにない角度でヨルグさんの緻密な技術をインスパイアできた
らと考えています。そのひとつに「恐怖」というキーワードがありま
す。彼のジャグリングの出発点である「危険」の気配が、私のアニ
メーションに一貫して内在する「得体の知れない恐怖」とリンクする
ことで、観客の感覚に未知の刺激をもたらすかもしれない。

－－－その創作プロセスのなかでも特に時間をかけて、工夫したとこ
ろはどのようなことでしたか？

束芋：ネタバレになるので詳しくはお話しできませんが・・・後半の
シークエンスで、あまり前例のない舞台装置を立て込む必要があっ
て、日本で何度も実験したんですがどうしてもうまく機能しなかった
んです。ところがフランスでヨルグと一緒にスタジオに入ったら、即
座に仕組みを理解して、サーカスの道具を仕立てるようにダダダっ
と、あっというまにシステムを立ち上げてくれました。いろいろな映
像インスタレーションの経験を重ねてきましたが、今回事前に緻密
に考えたことが現場で機能しないケースもあるということを知る機
会になりましたね。アニメーション映像についても実験的な試みに
チャレンジしています。私の作品の持ち味である重層性を捨てて、
あえてコントロールせずフレキシブルになることに挑戦しました。

ヨルグ：サーカスパフォーマンスの制作プロセスでは、マテリアル
は常に生ものなのです。リアルな危険のリスクを考えるところから
発想が生まれます。劇場のテクニカルスタッフと一緒にメカニズム
を発展させ、その仕組みをオープンに開示することも大事です。

束芋：キャストもスタッフもそのプロセスに辛抱強く付き合ってくれ
る方たちばかりで本当にありがたいです。なかでもドラマトゥルグ
で参加してくれた、南仏でヌーヴォーシルクのカンパニーを主宰す
るソフィ・ボースウィックは演出面でなくてはならない存在です。

ヨルグ：ソフィのカンパニーではとてもシンプルな方法でアイデア
を提示します。オブジェとの関係性やアプローチの枠組みをいった
ん外して、ワークプロセスのなかで育っていくものを見つめている
と、おのずとそこにストーリーが生まれてくる。マテリアルは有機的
なものなので、理解するには時間がかかります。マジックショーの
ようにはいきません。この作品でも、空間芸術であるサーカスと時
間芸術であるアニメーションのあいだに、両者が有機的に絡み合
う軸を新たに見つけようとしてきました。

－－－ヨルグさんのクリエイションの方法には科学者の思考に近いと
ころがあるのでしょうか？

束芋：ソフィさんは「ヨルグの創作のプロセスを見ていると、すごく
原始的で奇妙なので、映画『2001年宇宙の旅』のラストシーンに
登場する類人猿を思い出す」と言っていました。ゆっくりと歩みな
がら核心に近づいていって、イメージを招き入れた瞬間、アクロバ
ティックに決まる。そこから全てが動き出すと。

ヨルグ：サーカスはワイルドなアートですから！ 重力と拮抗する機
構をギリギリまで考察するところは確かに科学的といえるかもしれ
ません。「空中の玉が落ちるまでに何ができるか」を思考するため
に、何度も何度も同じアクションを繰り返す。するとやがて磁力で
端から砂鉄が集まってくるように、無意識から意識にアイデアが上
がってきて、あらゆる要素が再び繋がり合う。そこで類人猿がよう
やく人間に進化するんです。

束芋とヨルグ、まったく異なるバックグラウンドを持つ2人の表現へ
のアプローチは、長期にわたる考察と実験を通して絶妙のバランス
を見いだしてきた。一見混沌としたプロセスから必然的に導きださ
れたイメージが結実する本番では、この複雑な世界を紐解くひとつ
の仕組みが解明されるはずだ。

住吉智恵（アートプロデューサー/RealTokyoディレクター）
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日本の現代美術家 
たばいも
束芋とフランスを拠点とする現代サーカス

パフォーマーヨルグ・ミュラーによる日仏共同製作  新作舞台作品
「もつれる水滴」が2022年4月、オーバード・ホールで世界初演を
迎える。2年間にわたる遠隔制作などを重ね、ようやく昨年12月
には富山で１ヶ月間の滞在制作を実現した。国際的に活躍する
アーティストのクリエイション現場が地方都市に置かれるのは異
例なことだ。本作は東京・山口・沖縄、さらにフランスツアーも予
定されている。世界へ向けて、新たなパフォーミングアートの幕開
けを前に、富山で制作中のふたりにお話をうかがった。
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ヨルグ・ミュラー／Jörg Müller  
｜サーカスアーティスト
1994年CNAC（国立サーカス学校）
卒業。パフォーマーとして約30年
のキャリアを持ち、ヨーロッパのパ
フォーミング・アートの分野でユ
ニークな存在となり、批評家や専
門家からは、現代サーカスの主要
人物の一人として認められている。

束芋／Tabaimo ｜現代美術家
1999年キリン・コンテンポラリー・
アワード最優秀作品賞受賞。以後
2001年第1回横浜トリエンナーレ
を皮切りに、2011年には第54回
ヴェネチア・ビエンナーレ日本館
代表作家に選出される等、数々の
国際展に出品。近年は舞台でのコ
ラボレーションも展開。

日仏共同製作　新作舞台作品

アートアニメーション　　コンテンポラリーサーカス

いま富山から世界へ

日仏共同製作　新作舞台作品
束芋×ヨルグ・ミュラー「もつれる水滴」
◆日時：2022年4月28日（木）、29日（金）、30日（土）
　　　　　　　　  19：00開演　14:00開演　 14:00開演
◆会場：オーバード・ホール  舞台上特設シアター
◆構成・演出：束芋、ヨルグ・ミュラー
　ドラマトゥルグ：ソフィ・ボースウィック
　出演：ヨルグ・ミュラー、間宮千晴
　音楽：田中啓介
　ヴォイス：大隅健司
◆チケット：［全席自由・整理番号付・税込］　　
　一般：4,000円　U-25：2,000円 ※鑑賞時25歳以下対象。ご入場の際、身分  
　  証の提示が必要です。　※未就学児入場不可。

◆プレイガイド：アスネットカウンター
    ★チケットのお求めはP11「チケット購入方法」をご覧ください。

公演情報

予告PV

詳細はこちら↓

Ⓒwatsonstudio

◆関連企画をチェック！！ 
①ヨルグ・ミュラー  ワークショップ「Juggling is a game」
②束芋  制作ドキュメンタリー上映会
③#富山カフェ部とのコラボ  特製スイーツが期間限定で誕生！
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森山開次　新版・NINJA
◆日時：2022年7月9日（土）14：00開演
◆会場：オーバード・ホール
◆演出・振付・アートディレクション：森山開次
◆出演：森山開次、浅沼圭、碓井菜央、川上環、中川賢、
　引間文佳、藤村港平、美木マサオ、水島晃太郎、宮河愛一郎
◆チケット：［全席指定・税込］　
    Ｓ席一般：5,000円／Ｓ席ジュニア：2,500円
　 A席一般：4,000円／A席ジュニア：2,000円
    ※ジュニアは4歳から高校生までが対象です。  ※４歳未満入場不可。
◆チケット発売日：
　アスネット会員先行：5月7日（土）のみ  　　
　一般発売：5月15日（日）～　

◆プレイガイド：アスネットカウンター
    ★チケットのお求めはP11「チケット購入方法」をご覧ください。

※やむを得ない事情により、出演者等が変更になる場合がございます。
　予めご了承ください。

公演情報

新版
忍
者NINJA

21歳でダンスを始め、2005年『KATANA』でNYタイムズ紙に「驚異のダンサー」と
評され、07年ヴェネツィア・ビエンナーレ招聘。12年芸術選奨文部科学大臣新人賞
を受賞。19年『ドン・ジョヴァンニ』でオペラ初演出、20年新国立劇場バレエ団『竜

宮 りゅうぐう』で全幕バレエの演出
振付美術衣裳を初めて手がけ、
世代を超えて多くの観客を魅了
した。21年TOKYO2020パラ
リンピック開会式演出など、
ダンサー、演出家の両面で
積極的に活動している。

森山開次と新国立劇場が贈る、新感覚のファミリー向けダンス公演
『NINJA』。2019年の初演は大きな反響を呼び、異例の早さで再演
が決定。しかも今回は、初演作品をさらにパワーアップさせ、観応え
のある作品にアレンジして参上！ 驚きの身体能力を持つダンサーた
ちが、植物や昆虫など自然と一体化した忍びの衣裳で所狭しと舞い
踊ります。刺激的な映像も圧巻！ おとなも子どもも世代を超えて楽し
めるエンターテインメントが、この夏いよいよ、山を飛び谷を越え、富
山のまちへやってきます！

MORIYAMA KAIJI
　　　　ダンサー：水島晃太郎　

いろんな生き物に扮したダンサーが劇場
を縦横無尽に駆け巡り、「次はどんなこと
が起こるんだろう」と誰もがワクワクする
展開で可愛らしくも妖しい不思議な
『NINJA』の世界へと連れていきます。舞台
中に散りばめられた素敵な瞬間を是非多
くの方に観ていただきたいです。
幼い頃に憧れたオーバード・ホールの舞
台に立ち、大好きな作品を通してダンスの
楽しさを子どもたちに届けることができる
喜びに僕自身もワクワクしています！

衣裳：武田久美子　　

忍者と聞いて皆さんは何を思い浮かべ
るでしょう。私は「カモフラージュ」が頭
に浮かびました。溶け込むように自然と
一体化していた忍びの者として、私の忍
者たちにはそれぞれ動植物や昆虫、
海、空の生物のモチーフを衣裳に取り
入れています。これは何かなと想像して
楽しんでいただけると嬉しいです。そし
て忍者だけではない、日本独自のキャ
ラクターも出てくるのでお楽しみに！

ダンサー：中川賢 　　

僕が富山でダンスを始めた５歳の時
の初めての踊りが、忍者でした。時
を経て、森山開次さんという才能を
通じて、富山で『NINJA』を踊ること
に奇妙で不思議な縁を感じずには
いられません。何か面白いことが起
きる気がします。どうぞお楽しみに！

少年時代の
忍者ごっこ体験が
創作の原点に。 童心にかえって、

思いきり楽しみたい。

演出・振付・アートディレクション・出演

       森山開次
再び『NINJA』を再演する機会を
いただき、心から嬉しく思います。最

高なダンサー、スタッフたちと作り上げ
た『NINJA』を、さらに進化させて再演に挑みます。童
心に返って壮大な忍者ごっこ！
私にとって忍者は、憧れであり、想像力を掻き立ててく
れる存在。思いっきり空想して、思いっきり踊って作りま
した。少年時代、近所の野原を駆け回り、基地を作った
り、オリジナル手裏剣を作って飛ばしたり、独自の忍法
を編みだそうと夢中で遊んだ日々を思い返しながら、厳
しく楽しい修行の稽古を積んで臨みます。森にひっそり
忍ぶユニークな忍びたち。こっそり富山に忍び込み、
ごっそり心を奪いに参ります。
「もっともっとダンスを子どもたちに届けたい！」
子どもからおとなまで楽しんでいただける作品です。皆
様のご来場を心待ちにしております。『新版・NINJA』
どうぞご期待ください。

Ⓒ石塚定人

富山出身。2021年TOKYO2020パラ
リンピック開会式フィナーレでは、少女
演じる飛行機の片翼を押す「風」を好
演し、話題となった。

東京生まれ。舞台や映画、広告やCM
などの衣裳デザイン・製作で活躍中。
最近では、2021年TOKYO2020パラ
リンピック開・閉会式コスチュームサ
ポートなど活動の場を広げている。

富山出身。2009－2018年
「Noism01」所属。現在は
ミュージカルにも活躍の場
を広げ、4月16日・17日オー
バード・ホールで上演する
ミュージカル「ラ・カージュ・
オ・フォール」にも出演する。

ニン ニン! !

子どもたちに
もっとダンスを
届けたい！

舞台写真　撮影：鹿摩隆司

追伸～　
『NINJA』のチラシの絵は、私が描い
ています。少年時代は、忍者ごっこと
同じくらい、絵を描くのが好きな少年
でした。今も絵を描くのは大好きで、
絵を描いてイメージを膨らませて作品
を作るのが好きなのです。チラシに
は、いろんな忍び達が描かれていま
すが、舞台に登場するキャラクターた
ちが、こっそり隠れています。今回再
演に際して、天狗や姫や蝶などの新し
い絵も追加しました。
　　　　　　　　　　　　森山開次
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  6（水）

  9（土）

16（土）・17（日）

23（土）

28（木）～30（土）

14（土）

17（火）

21（土）・22（日）

27（金）

  4（土）・5（日）

11（土）

16（木）

19（日）

25（土）・26（日）

  9（土）

18（月・祝）

30（土）

U-25 ：25歳以下対象の指定席引換券。座席は選べません。
　　　 公演当日、当日券窓口で身分証を提示、指定席券と引換の上、ご入場ください。　

富山で活躍する音楽家たちによるコンサート。
心豊かなランチタイムのひととき。
◆ 出演＝酒井由香（ソプラノ）、増山理恵（フルート）、
　　　　　椎名慧（ヴァイオリン）、清水香里（ピアノ）、
　　　　　佐々木ゆき子（ピアノ）
◆ 時間＝11：50～12：50
◆ 会場＝富山市民プラザ  アトリウム

市民のためのランチタイム

ジョイフル コンサート Vol.83
6／   17

Fr i

好評発売中

入場無料・事前申込不要 ※状況によっては入場者数を制限する場合がございます。

4／   16・17
SunSat

鹿賀ジョルジュ＆市村ザザ ラブフォーエバー！
永遠の夫婦愛で導く、固く結ばれた家族の絆！
◆ 出演＝鹿賀丈史、市村正親 ほか
◆ 開演＝4/16（土）12：00 ／ 17：00
　　　　4/17（日）12：00
◆ 会場＝オーバード・ホール
◆ 料金＝［全席指定・税込］ S席14,000円
　A席9,500円　B席6,000円　U-25 4,000円

10／   15～17
MonSat

好評発売中

会員先行発売日：5月14日（土）のみ ／ 一般発売日：5月22日（日）～

会員先行発売日：6月11日（土）のみ ／ 一般発売日：7月16日（土）～

要事前申込

6／   25・26
SunSat

ブロードウェイ・クリエイター×日本の若き才能
が贈る世界初演ミュージカル。
◆ 出演＝小関裕太／木村達成（Wキャスト）、
　　　　生田絵梨花、唯月ふうか、
　　　　水田航生／寺西拓人（Wキャスト） ほか
◆ 開演＝6/25（土）12：00 ／ 17：00
　　　　6/26（日）12：00
◆ 会場＝オーバード・ホール
◆ 料金＝［全席指定・税込］
　　　　S席14,000円　A席　9,500円
　　　　B席  6,000円　U-25 4,000円

アスネット  …アスネットチケット取扱い
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お得に楽しくシアターライフを満喫するためのオーバード・ホール会員システム。

ご登録いただくと、インターネットで24 時間チケットのご予約が可能です。

「アスネット」には、「アスネット会員」「メール会員」2種類の会員システムがあります。

オーバード・ホール会員システム 「アスネット」

メール会員 （年会費：無料）

1
特典 公演情報の

メルマガ配信

アスネット会員 （年会費：1,800円）　

公演チケットの
先行販売

公演チケットの
割引販売
10％OFF

Mite Mite や
公演情報の送付1

特典

2
特典

3
特典

※特典１、２については1公演につき通常4枚まで。
　対象外の公演もございます。

オーバード・ホール（富山市芸術文化ホール）
〒930-0858 富山県富山市牛島町9-28
TEL.076-445-5620

鉄道利用：富山駅下車、北口正面から徒歩2分

航空利用：富山空港よりタクシーで約25分、

　　　　  バスで富山駅まで約30分

お車利用：北陸自動車道 富山I.C.出口から約20分

交
通
の
ご
案
内

アスネットオンラインチケット

www.aubade.or.jp  24 時間予約可能
※ご利用の際には会員登録が必要です。

アスネットカウンター（オーバード・ホール１Ｆ）

TEL. 076 - 445 - 5511 
10：00～18：00
定休日：月曜（月曜が祝日の場合、翌平日休み）

電話予約

窓口販売

インターネット

インターネットからお申込
（オーバード・ホールHPより）

アスネットカウンター
窓口でのお申込

（オーバード・ホール1F）

入会方法

オーバード・ホール公式SNSでは、主催公演
などの最新情報を随時アップしています。ぜひ
フォロー&いいね！してください♪

http://www.aubade.or.jp

オーバード・ホール　

最新情報はHPをご覧ください

下記は2022年3月17日現在の情報です。変更および追加となる場合があります。

※情報は2022年3月17日現在のものです。新型コロナウイルス感染対策を
徹底して開催します。感染状況によっては公演・ワークショップの開催に変更
が生じる場合がございます。ご来場前にはオーバード・ホール公式HPで最新
情報をご確認ください。

タワー111●

路面電車（富山港線）

路面電車（市内電車）

●北陸電力

北口

南口

カナルパークホテル●

●CiC

オーバード
ホール

ア
ー
バ
ン

プ
レ
イ
ス

KNB●

富山駅
市営駐車場●

AUBADE HALL Presents 音楽入門講座

ビートルズ大学TOYAMA〈全6回〉

2日間のミュージカル体験クラスを、6つの多彩なラインナップで実施します。
◆ クラス／講師＝☆ 「こどもテーマパークダンス」／松本和宜 ※中学3年生まで
　　　　　　　 ☆ 「ヴォーカル」／王子菜摘子
　　　　　　　 ☆ 「はじめてタップ」／本間憲一
　　　　　　　 ☆ 「ノンバーバル・パフォーマンス」／王子菜摘子
　　　　　　　 ☆ 「おとなシアターダンス」／松本和宜 ※中学1年生以上
　　　　　　　 ☆ 「ミュージカル・ナンバーへの入り方」／本間憲一

◆ 会場＝富山市民芸術創造センター
◆ 対象＝小学1年生以上 ※ただし対象を限定するクラスあり。
◆ 定員＝各クラス20名程度
　　　　  ※初参加の方・受講回数の少ない方を優先。応募多数の場合は各クラス抽選。
◆ 受講料＝各クラス3,000円（全2回分）
◆ 応募期間＝5/2（月）～15（日）
◆ 応募方法・詳細＝オーバード・
　ホールHP内特集ページ（4月中旬
　公開予定）よりお申し込みください。

梅沢富美男&研ナオコ アッ！とおどろく夢芝居2022　 問 富山公演事務局：076-221-9015  アスネット

それいけ！アンパンマンミュージカル おもちゃの国とみんなのたからもの　 問 北日本放送事業部：076-432-5555

ミュージカル「ラ･カージュ･オ･フォール～籠の中の道化たち～」　 問 北日本新聞社事業部：076-445-3355  　　　　   アスネット

桐朋アカデミー･オーケストラ 第64回定期演奏会　 問 桐朋学園音楽部門　　　　　：076-434-6800  アスネット

束芋×ヨルグ・ミュラー「もつれる水滴」　 問 富山市民文化事業団：076-445-5610  アスネット

TULIP 50周年記念ツアー ～ the TULIP～　 問 サンライズプロモーション北陸：025-246-3939

第45回 富山県立富山南高等学校吹奏楽部 定期演奏会　問 富山県立富山南高等学校：076-429-1822

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 問 桐朋学園音楽部門 富山キャンパス事務部教学課：076-434-6800

マカロックツアー vol.13 追加公演　　　　　 問 FOB金沢：076-232-2424

富山県立富山商業高等学校吹奏楽部 第65回定期演奏会　 問 富山県立富山商業高等学校：076-441-3438　

桐朋アカデミー･オーケストラ 第65回定期演奏会　 問 桐朋学園音楽部門　　　　　：076-434-6800  アスネット

劇場が結ぶ、本と音楽の世界　vol.1「羊と鋼の森」　 問 富山市民文化事業団：076-445-5610  アスネット

富山シティフィルハーモニー管弦楽団 第49回定期演奏会　 問 富山シティフィルハーモニー管弦楽団： 

ミュージカル「四月は君の嘘」　 問 北日本新聞社事業部：076-445-3355  アスネット

森山開次　新版・NINJA　 問 富山市民文化事業団：076-445-5610  アスネット

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   問 サンライズプロモーション北陸：025-246-3939

とやま世界こども舞台芸術祭　 問 とやま世界こども舞台芸術祭実行委員会事務局：076-441-8635（内線123）

ミュージカル「四月は君の嘘」

ミュージカル「ミス・サイゴン」

サンライズプロモーション北陸：025-246-3939

富山キャンパス事務部教学課

http://toyamacpo.com/inquiry/

富山キャンパス事務部教学課

日仏共同製作 新作舞台作品

梅沢富美男劇団特別公演 4

5

6

7

桐朋学園大学院大学 桐朋アカデミー･オーケストラ
コンチェルト実習公開授業

郷ひろみ Hiromi Go Concert 50th Anniversary Celebration Tour2022
 ～ Keep Singing ～

～なんたって10周年ツアーだゼ？9公演追加しました篇～

7～12月

さまざまな障がいのある方たちと、ダンスを通じて触れ合い、いつもと違う空間や時
間を共有しませんか？ こころが、からだが感じるままにおどりましょう！
◆ 講師＝なかむらくるみ（ダンスアーティスト）　ほか演奏者予定
◆ 会場＝富山市民芸術創造センター 舞台稽古場
◆ 定員＝各回15名程度 ※申込多数の場合は各回抽選。
◆ 参加料＝500円 ※障がいのある方の付き添いの方1名は参加無料。
◆ 申込期間＝7/1（金）～11（月） ※申込方法・詳細はオーバード・ホールHP内特集ページ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（6月中旬公開予定）をご覧ください。

その1 「みんなでおどろう！ 〈こども部〉」
楽器の生演奏や歌声にのせて、自由に楽しくおどる60分。
◆ 日時＝8/6（土）11：00　8/7（日）11：00
◆ 対象＝知的障がい、発達障がいのある児童・生徒、そのご家族・ご友人

その2 「みんなでおどろう！ 〈おとな部〉」
ダンスカンパニー「あら・おるズ」のメンバーと一緒におどりませんか？
◆ 日時＝8/21（日）11：00
◆ 対象＝知的障がい、発達障がいのある18歳以上の方、そのご家族・ご友人、
　　　　この ワークショップに興味のある方　

その3 「からだ、おと、おどる！ 〈こども部〉」
楽器に触れたり、鳴らしたり、音を感じながら、自分のからだを感じてみよう！
◆ 日時＝9/4（日）11：00
◆ 対象＝肢体不自由のある児童・生徒、
　　　　 そのご家族・ご友人

8～10月

ベトナム戦争を背景に、少女と米軍兵士の悲恋
を描く名作ミュージカル。2020年に中止となっ
た公演が、ついに富山へ！
◆ 出演＝市村正親・駒田一・東山義久
　　　　 （トリプルキャスト）、
　　　　昆夏美・屋比久知奈
　　　　 （ダブルキャスト） ほか
◆ 開演＝10/15（土）12：00 ／ 17：00
　　　　10/16（日）12：00
　　　　10/17（月）12：00
◆ 会場＝オーバード・ホール
◆ 料金＝［全席指定・税込］
　　　　S席15,000円　A席9,500円　B席6,000円　U-25 4,000円

※10月のワークショップ等は
　決定次第HPでお知らせします。

日本屈指のビートルズ研究者・宮永正隆による「ビートルズ大学」
が富山で開講決定！
◆ 講師＝宮永正隆（音楽評論家・ビートルズ大学学長）
◆ 日時＝①7/20（水）    ②8/24（水）  ③9/21（水） 
　　　　④10/19（水）  ⑤11/ 9（水）  ⑥12/ 7（水）  各回19：00
◆ 会場＝富山市民プラザ  アンサンブルホール
◆ 料金＝［全席指定・税込］
　1講座 　　　  一般 1,500円  ジュニア（高校生以下） 500円
　シリーズ通し券 一般 7,800円  ジュニア（高校生以下） 2,400円

ワークショップ

チケット購入方法
アスネットカウンターでお買い求めください。

Photo KATO TOMOKO

講師：なかむらくるみ

要事前申込

初心者・未経験者大歓迎！

ミュージカル

「ラ・カージュ・オ・フォール～籠の中の道化たち～」
6／   11・12

SunSat

AUBADE HALL Presents

「WE♡MUSICAL」2022  オープンクラス2Days

AUBADE HALL Presents

コミュニティ・アーツ・ワークショップ2022



800字の劇場 　18

宮下奈都 Miyashita Natsu：
小説家。福井県福井市生まれ。2004年、「静かな雨」が文學界新人賞佳作に入選。著書に
『スコーレNo.4』『遠くの声に耳を澄ませて』『よろこびの歌』『太陽のパスタ、豆のスープ』『田舎
の紳士服店のモデルの妻』『誰かが足りない』など。『羊と鋼の森』で2016年本屋大賞を受賞。 vol.72
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　コンサートを聴きに行くことはよくある。クラシックに限らず、ジャズも、邦楽も、

ロックも好きだ。アイドルのライブに行くこともある。好きなアーティストなら、同じ公

演を何度も聴きに行ったりもする。同じ公演といっても、同じではない。同じアーティ

ストの同じプログラムのはずなのに、日によってまるで違うものになる。どれほど完成

度を高めたとしても、生きている人間が演奏やパフォーマンスを行うのだから、当然

のことなのかもしれない。もちろん観る側、聴く側の状態によるところも大きい。たと

えば音源で何度も聴いたはずの音が、生で聴いたら別の顔を見せるようなこと。思

いがけない響きがいつまでも耳の中で転がっているようなこと。ふいに歌詞の意味

が胸に飛び込んできて涙が出るようなこと。自分で精いっぱい大事にしてきたつもり

の音楽に、たった一度の舞台で命を吹き込まれる体験を、何度もしてきた。

　ロンドンのウェンブリースタジアムでBTSを観た。ビルボードのチャートで3曲続け

て1位を取る前だったけれど、世界的に人気が出てからのBTSだ。すでに日本のコ

ンサート会場は何度応募してもなかなか当選できなくなっていた。ウェンブリーで良

い席が取れたのは奇跡みたいなものだった。待ちに待ったステージに、米粒よりは

少し大きい、豆粒のようなBTSが現れたとき、ゴゴゴゴゴゴォと地鳴りのような音が

してスタジアムが揺れた。たしかに揺れたのだ。何が起きたのかわからなかった。で

も、気がつけば、私自身からもその地鳴りは発せられていた。熱狂する観客たちの、

心の底からの歓声が熱気と共に地響きを起こしていたのだった。ステージの上の

BTSのメンバーたちにも確実に伝わっただろう。地鳴りを起こすほどのエネルギー

を、彼らは受けとめ、倍音のように響かせて返してくれた。舞台の輝きは、その上に

立っている人たちだけでなく、観客や聴衆というこちら側の力との拮抗によってつく

られるものなのだ。それを肌で知った、圧巻のパフォーマンスだった。

文：宮下奈都

Ⓒ堀田芳香


